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が
ん
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
完
治
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
治
療
法
が
あ
る
な
か
、
通
院
で
も
可
能
な
負
担
の
少
な
い
治
療
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た

痛
み
の
少
な
い
、
傷
を
残
さ
な
い
治
療
法

―

放
射
線
治
療
と
は
ど
の
よ
う
な
治
療
法
で
す
か
？

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
治
療
設
計

―

リ
ニ
ア
ッ
ク
と
は
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で
す
が
？

身
体
へ
の
負
担
を
よ
り
優
し
く
す
る

―

治
療
の
時
間
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
？

ま
ず
は
、
放
射
線
治
療
専
門
医
が
患
者
さ
ん
の
状
態
を

確
認
し
ま
す
。
心
配
に
思
わ
れ
て
い
る
事
や
ご
不
安
に
感

じ
ら
れ
て
い
る
事
を
し
っ
か
り
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
Ｃ
Ｔ
画
像
を
撮
影
し
、
治
療
設
計
を
立
て
て

い
き
ま
す
。
こ
の
時
、
必
要
に
応
じ
て
、
シ
ェ
ル
と
呼
ば

れ
る
固
定
具
を
作
成
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｃ
Ｔ
撮
影
は
２
０
分
ほ
ど
で
す
が
、
治
療
設
計
立
案
に
は
、

数
日
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

実
際
の
治
療
開
始
は
、
計
画
書
が
出
来
て
か
ら
と
な
り

ま
す
。
治
療
は
入
院
で
は
な
く
、
外
来
で
行
う
こ
と
が
多

い
で
す
。

一
回
の
治
療
時
間
は
短
く
、
１
０
～
２
０
分
程
度
で
す
。

こ
の
間
は
治
療
台
の
上
で
静
止
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
す

の
で
、
身
体
へ
の
負
担
は
軽
く
、
ま
た
痛
み
を
感
じ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
度
に
大
量
の
放
射
線
を
当
て
る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、

一
般
的
に
は
、
比
較
的
少
量
の
放
射
線
を
照
射
す
る
治
療

を
2

～
6

週
（
１
０
回
～
３
０
回
）
繰
り
返
し
行
い
ま

す
。
ま
た
、
が
ん
の
種
類
や
病
巣
の
進
展
範
囲
に
よ
っ
て

放
射
線
の
効
果
に
も
違
い
が
あ
り
ま
す
。
（
解
説
3

）

治
療
を
お
考
え
の
方
は
、
ま
ず
は
主
治
医
、
専
門
医
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
リ
ニ
ア
ッ
ク
」
と
は
、
日
本
語
で
「
直
線
加
速
器
」

と
い
わ
れ
、
高
圧
の
電
磁
場
で
電
子
を
加
速
さ
せ
る
電
子

線
と
、
そ
れ
を
金
属
に
あ
て
る
こ
と
で
数
種
類
の
高
エ
ネ

ル
ギ
ー
Ｘ
線
を
発
生
す
る
2

タ
イ
プ
の
放
射
線
を
使
用

し
て
、
が
ん
な
ど
の
治
療
を
行
う
機
器
の
こ
と
で
す
。

（
解
説
2

）

こ
の
機
器
を
使
用
し
た
放
射
線
治
療
を
「
リ
ニ
ア
ッ
ク

治
療
」
と
い
い
ま
す
。

リ
ニ
ア
ッ
ク
治
療
で
は
病
気
の
種
類
や
場
所
（
深
さ
）

に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
強
度
を
任
意
に
変
更
し
、
Ｘ
線
、

電
子
線
な
ど
の
放
射
線
を
使
い
分
け
る
こ
と
で
適
切
な
治

療
を
行
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
、
全
身
の
ど
の
部
位
で
も
治
療
が
可
能
な

装
置
で
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
Ｃ
Ｔ
画
像
を
用
い
た
精
密

で
最
適
な
治
療
設
計
を
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
に
行
い
ま

す
。
治
療
の
際
は
、
が
ん
に
対
し
、
多
方
向
か
ら
形
状
や

大
き
さ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
強
度
を
変
化
さ
せ
た
放
射
線
を
当

て
る
こ
と
に
よ
り
、
正
常
組
織
へ
の
放
射
線
の
照
射
量
を

低
減
し
、
腫
瘍
部
分
の
み
放
射
線
量
が
高
く
な
る
よ
う
に

し
ま
す
。
（
解
説
2

）

リ
ニ
ア
ッ
ク
治
療
に
関
し
て
、
詳
し
く
お
知
り
に
な
ら
れ
た
い
方
は
「
放
射
線
科
」
も
し
く
は

地
域
医
療
連
携
室

０
９
２‐

８
２
１‐

７
４
４
６
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今回お話を伺った先生

木村 正彦 先生

Masahiko Kimura M,D,

日本医学放射線学会 放射線治療専門医
臨床研修指導医

放
射
線
の
線
量
と
細
胞
の
生
存
率

リ
ニ
ア
ッ
ク
装
置
の
仕
組
み

リ
ニ
ア
ッ
ク
の
有
効
症
例
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が
ん
に
対
す
る
放
射
線
治
療

放
射
線
治
療
と
は
、
放
射
線
を
照
射
す
る
こ
と
で
病
気

の
細
胞
を
死
滅
さ
せ
る
治
療
方
法
で
す
。
医
療
現
場
で
放

射
線
は
、
Ｘ
線
や
Ｃ
Ｔ
で
身
体
内
部
の
状
態
を
画
像
化
し

て
病
気
を
診
断
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

放
射
線
治
療
に
使
わ
れ
る
放
射
線
は
、
診
断
用
の
撮
影
に

使
用
す
る
放
射
線
よ
り
も
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
の
で
あ

り
、
体
の
表
面
や
奥
に
あ
る
病
気
を
治
療
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

そ
の
仕
組
み
は
、
放
射
線
を
照
射
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

細
胞
の
中
に
あ
る
遺
伝
子
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）
を
損
傷
さ
せ
る
と

い
う
も
の
で
す
。
が
ん
な
ど
の
病
気
の
細
胞
は
、
正
常
細

胞
よ
り
も
放
射
線
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
や
す
い
と
い

う
性
質
が
あ
り
ま
す
。
（
解
説
1

）

放
射
線
治
療
は
、
そ
の
性
質
を
利
用
し
て
、
治
療
が
必

要
な
部
位
に
放
射
線
の
照
射
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、

正
常
細
胞
を
あ
ま
り
傷
つ
け
ず
に
病
気
の
細
胞
を
死
滅
さ

せ
る
こ
と
目
的
と
し
た
治
療
法
で
す
。

手
術
と
は
異
な
り
身
体
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
が
な
い

た
め
傷
を
つ
く
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
ダ
メ
ー
ジ
（
＝
副

作
用
）
を
少
な
く
治
療
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

身
体
へ
の
治
療
負
担
を
抑
え
る
こ
と
が
可
能
で
す
の
で
、

体
力
に
不
安
の
あ
る
方
も
ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

通
院
治
療
が
可
能
な
こ
と
も
放
射
線
治
療
の
特
徴
で
す
。

当
院
で
は
、
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
治
療
と
リ
ニ
ア
ッ
ク
治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。

放射線の照射回数

細
胞
の
生
存
率

マルチリーフコリメータ

多い→←少ない

←

高
い

低
い→

リニアック装置 正常細胞

がん細胞

治療計画画像(一例）
2. マルチリーフコリメータにより治療設計に
合わせた形での照射が可能となります。

1. 上部の赤枠部分から放射線を照射します。

がんの
治療

乳がん、前立腺がん、肺がん、食道がん、子宮
がん、子宮頸がん、咽頭がんなどの頭頸部がん、
脳腫瘍、悪性リンパ腫など

緩和
目的

骨転移の疼痛、脳転移に伴う諸症状の緩和など

技術の進歩や高精度化により頭頸部がんや前立腺がん、
乳がんなどの適応が増えてきました。また、患者さんを悩
ませる疼痛などのさまざまな症状の緩和にも放射線治療は
有効とされています。

治療は手術や化学療法と合わせて行うこともあります。

放射線科部長



受付時間
平日 午前／8：30～12：00（診察は12：30迄） 午後／1：30～4：30（診察は5：00まで）

土曜 午前／8：30～12：00（診察は12：30迄） 午後／休診
休 診 日祝日休診

 当院は、救急告示病院です。救急医療の原点でもある「重症、軽症を問わず、先ず診療を」を基本姿勢として、365日24時間体制で診療にあたっています。

福岡記念病院
広報誌 別冊
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Q&A リニアック治療について皆さまからよく寄せられるご質問についてお答えします。

同じ場所に2度の治療は可能ですか？

原則として行いません。正常組織は、組織ごとに
放射線に耐えられる量が決まっており、最初の照
射で正常組織の限界に近い量での治療が行われて
いる場合があるためです。

Flow - Radiation therapy ～ 放射線治療の流れ～

ご 来 院 初めて来院される場合は、事前に地域

医療連携室（TEL：092-821-7446）
へご連絡ください。

診 察 リニアック治療についての説明と治療
適応について確認を行います。

C T撮影 より正確に病巣の状況を確認し、治療
設計を行う為、CT撮影を行います。

治療計画
作 成

正確に治療できるように、位置を合わ
せるための印をつけていきます。（皮
膚マーキング）

放射線治療専門医が3次元治療計画装
置で治療計画を作成します。
（1日~数日）

治療開始 リラックスした状態で寝台上に寝てい
ただき位置合わせ後に放射線照射を行
います。
1回の放射線治療の所要時間は、治療
室に入ってから、約10分～20分です。

準備

症例

固定具（シェル）の作成

治療の際には、毎回同じ姿勢で安静に寝ていただく
ことが必要です。
頭や顔面、胸部などの動かしやすい箇所については、
固定具（シェル）を作成しています。

他の治療法と比べ、臓器の形や機能を損なわず治療
を行うことも可能です。乳がんなど女性特有のがん
治療にも有効利用されています。

Q

A

子宮頸がん治療の一例

※ 急患はいつでも診察します。

FAX : 092-821-6449

必要に応じ、治療時に使用する固定具
（シェル）の作成を行います。

固定具（シェル）一例

治療中に温泉に行っても大丈夫ですか？

治療した部分の皮膚が弱っていますので、治療中
は控えたほうが良いでしょう。また、治療後も皮
膚が回復するまではしばらく様子を見てください。

Q

A

治療を途中でやめてもいいですか？

初めに決めた計画通りに治療を行うのが最適です。
治療を途中で休止した場合や治療期間が延びた場
合は、治療効果が下がってしまいます。治療を休
止あるいは中止したい場合は、必ず担当医にご相
談ください。

A

放射線の副作用はありませんか？

病巣だけを集中的に治療する為、副作用が少ない
ことが特徴です。ただし、稀に軽度の食欲不振や
吐き気を伴う方がおられます。
また、放射線は患者さん自身から発生することは
ありませんので、ご家族への放射線被ばくの心配
はありません。

A

治療前 治療後
(治療期間：約1カ月半)

大きさやサイズは患者さんの
状態によって異なります。

Q

Q


